















This paper surveys prior papers about married women's labor supply theory "Douglas-
Arisawa's law". This theory, proposed by Douglas & Arisawa, shows a negative
correlation between the income level of one's husband and the likelihood that the wife
will be employed. Analysis revealed that the women's labor decisions are persistent over
women's lifetimes, and state dependence component would affect their decisions. These
findings imply that difference exists between cross section and timeseries analysis.
キーワード：『ダグラス＝有澤法則』、パネル分析
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性の就業状態に有意な継続性が示唆される。そしてその効果は、 Iifestyle persistence (個別効果)
とperiod-to-period persistence (State Dependence)に区別されている。
同様に、 Hyslop (1999)も動学モデルにおけるRandom-effectモデルの推計を行い、夫の所得
について、従属変数のラグ項が有意に正の値を示すことからState Dependenceの存在を確認し、


















6) Hyslop (1999)において、変動所得に認められるこのような結果から導かれる結論は、遡ればCain (1966, pp.91 -pp.115)
の研究に見られるoライフサイクルにおける所得変動の負の効果は、失業等の例外を除き夫の所得が予測(期待)できる場合、
通常恒常所得(permanent or predicted income)の負の効果より弱まるとされる。樋口(1991)や行武・大橋(2004)
では、 Mincer (1962)の労働供給モデルについて丁寧な叙述がなされている　Cain (1966)によれば、変動所得の負の効








































































的な研究には、 Heckman (1981)が挙げられる　Shaw (1994)の分析対象は、 25歳から64歳の女性であり、 87年までの21
年間のパネルデータが使用されている。一方、 Hyslop (1999)では、 17歳から65歳を対象とした7年間のパネルデータが使
用されるo動学モデルによるfixed-effect車デルの推計では十分な観察期間が必要だと思われる.











4. 1. Random-effect probitモデル
確率変数とされる個別効果Random effects v iについて、正規分布N-(O, ct孟)を仮定すると、
被説明変数を2値(0,1)とした場合の妻の就業確率は、
Pr(j;, | xit,Hincomeit,Tincome^ - I芸担F(/5xu + fihHincomeil + (5tTincomeu + vi) ¥ dvj
ここで、 F( Oは累積正規分布関数を示す。
以下において対数尤度は、エルミート-ガウスの求積法を用いて近似する。


















y〟-1　if yu　>0 , and 0 otherwise
ロジスティック累積分布関数は下記のように表されることになる。
Pr(γ打-1)-
exp p x,, +f)hH,加com〟 h^tTincomeil -¥-ai
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(permanent income) (transitory income)
Coef.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-0.420　　　　　　　-0.01 38









Variable: education, experience, (experience)2 dummy for child under age 6,
number of child, year dummies
Hyslop (1999)
恒常所得　　　　　変動所得










Static random effects probit
Variable: a quadratic in age. race, years of education, number of kids
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